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仙台二華高等学校では、高校２年の授業でグローバルスタディ課題研究ⅡAと
いう選択授業があり、その授業ではカンボジアとベトナムをフィールドに、
世界の水問題解決へ向けて、グループに分かれて研究を行っています。私は
塩害貧困グループの塩害班に所属しています。
塩害貧困グループではベトナム国ベンチェ省を対象に研究に取り組んでいま
す。
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課題研究ⅡAの大きな特徴として、課題研究選択者の中から代表者が夏と冬に
それぞれ１０名程度、約２週間、実際に現地に赴いて調査をします。継続的
に行っていることとしては、雨水グループが東南アジア最大の淡水湖である
トンレサップ湖の水上集落に雨どいを設置したり、カンボジア、シェムリ
アップ近郊にあるバイヨン中学校でのアンケート調査などがあります。私が
参加した2019年度の冬のフィールドワークでは、ベトナムの特定非営利活動
法人「Seed to Table」代表伊能まゆさんにお世話になり、ベンチェ省の有機
農業グループと交流したり、ココナッツ加工場の訪問調査をしたりしました。
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私の研究対象地域はベトナム国南部メコンデルタにあるベンチェ省全体です。
ベンチェ省は果実の生産が盛んですが、近年の塩害の被害に伴い、農業から
エビ養殖池へ転換する家庭の増加が問題になっています。
私たちが現地フィールドワークで調査した農家は、ベンチェ省の中のビンダ
イ群ヴァンクオイドン村にあります。
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メコンデルタでは乾季の始まる１２月～１月に塩水の侵入が始まり、５月頃
まで続きます。2016年には記録的な大干ばつにより、甚大な塩害被害を受け
ました。
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Seed to Table代表の伊能さんによると、エビ養殖は他の農業に比べて利益が
大きく塩害時でも生産に影響が出ないため、勝手に自分の農地に塩水を引い
てくる農家が増えており、問題になっているそうです。しかし、フィールド
ワークでヴァンクオイドン村の農家の方々にそのような実態があるのかイン
タビュー調査をしましたが、ヴァンクオイドン村ではエビ養殖池はほとんど
ないとのことでした。したがって、エビ養殖池による塩害問題には土地利用
による地域差があると考えられます。
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2019年12月のフィールドワークで農家の方々に対して塩害についてのアン
ケートを行いました。その結果、塩害の時期は農家の方々が感覚で判断する
限りだんだん早くなっていることが明らかになりました。
また、あらかじめ予想している時期の塩害については対策できるが、予想外
の時期に海水の遡上が始まり塩害が発生すると、その被害が大きくなるとの
ことでした。
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この表から、それぞれの作物について、農地にどのくらいの濃度の塩水が侵
入した場合にどの程度の無収穫が生じるかがわかります。
また、近年転換が進んでいるエビ養殖については問題点として、エビの病気
による養殖の失敗や、病原菌などによる環境汚染が挙げられます。
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そこで、現地の課題を①・②に分類し、それぞれについて解析していくこと
にしました。
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その際に活用したのが、GISです。
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現地の農家の方々が塩害の時期が早くなってきていると言っていたことにつ
いて、どの程度の程度早まっているのか・規模に変化はあるのかを調べるた
めに、衛星の打ち上げられた2014年から現在までの各年について、塩害の始
まる時期の前後(11月から12月)から塩害被害の多い時期(1月から2月)のデータ
を解析しようとしました。しかし、衛星の周期から１か月に２つのデータし
か得られず、雲が多すぎて使えないデータもあったため、分析するのに十分
なデータは得られませんでした。

QGISを用いてNDVI値を求め、着色しました。赤く着色した地域は植生活性度
が高い地域、青く着色した地域は植生活性度が低い地域です。雲に覆われて
いるために青くなっているところもあります。2015年12月の地図を見ると海
岸部の一部で局地的に被害が出ていることがわかりました。(黄色の印)
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１月と２月については得られたデータが多かったため、ある年とその次の年
のデータの差を求め、プラスの値を赤に近い色で着色し、マイナスに近い色
を青に近い色で着色しました。おおむね黄色なので大きな変化はありません
が、2016年の大干ばつの影響は表れていました。
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JAXAが公開しているベトナム南部の１０メートル解像度の土地利用被覆図で
す。陸地であるにも関わらず「水」と判定された地域は養殖池であると考え
られます。１４枚目のスライドで顕著に青くなっていた地域は、この土地利
用図と照らし合わせると、耕作地であることがわかります。つまり稲作地域
は塩害被害を受けやすいということです。
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先行研究から引用した地図です。紫やピンクに近い色で着色された地域は土
壌の塩分濃度が高く、黄色に近い色で着色された地域は塩分濃度が低いとい
う予測がされています。先ほどの土地利用分布図と比べると、養殖池に該当
する地域は塩分濃度の高い地域と一致していることがわかります。
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私の研究は、ベンチェ省全域の植生活性度の、季節ごと及び年ごとの変化を
調べ、塩害の時期や規模が近年どう変化しているのか明確化することを目的
として取り組みました。
衛星画像を用いた植生の解析からは、残念ながら塩害の始まる時期の特定や、
年変化については見ることができませんでした。
一方で、2015～2016年の大規模な干ばつの影響を受けた地域は明らかにする
ことができました。
また、土地利用図からは、水田の耕作地、稲作は塩水侵入によって最も変化
を受けやすいことが分かりました。また、高塩分濃度地域ではエビ養殖をし
ているところだと考えられるところも見ることができ、エビ養殖と他の耕作
地が入り混じっている地域も見られました。
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